
日
本

水
彩
畫
會
横
濱
支
部
展
覧
覽
報
告

横
濱

支
部

の
第

二
回
展
覽

會

を
港

町

の
濱
港
館
で
開

く
と

云
ふ
事

は
大

下

先
生
御
在
世

の
時

か
ら
趣

ま

つ
て
居
ま

し
て
、
會
場

の
方

も
既

に
約
定
濟

と
し

て
あ

つ
て
、

先
生
も
非
常

に
肩

を
入
れ

て
居
ら
れ
ま

し
た
。

所

が
、
は

か
ら
ず

も
先
生

の
御

永
眠
！

會
員

一
同

一
時

ど
う
し
て
よ

い
か

分
ら
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
兎

も
角
先
生

の
遺

作
を
拜

借

し
て
遺
作
展
覽

會

を
兼
ね

て
開
く
事

に
き
め

ま
し
た
。

會
は
十

一
月

の
十

一
、
十

二
の
二
日
間

と
き

ま
り
、
十

日

は
朝

か
ら
會
場

の
装

飾

や
陳
列

に
と
り

か
ゝ

り
ま

し

て
、
夜

十

一
時

頃
漸

や
く

一
通

り
か

た
づ
き
ま
し
た
。
（
會
場
へ

は

田
中
、
淺
井

の
二
人
宿
直

）

出
品
は
會

員
平

田
庄

太
郎
、

五
點

。
西

田
武
雄

、
四
點

。
高

畠

和
雄

、

八

點。
鷹

野
さ

い
子

、

二
點
。
遠

藤
宏
、
十

一
點
。

田
中

太
郎
吉

、
十

三
點

平
野
環
、

三
點

。
吉

田
仙

太
郎
、

二
點

。
角

田
勘

一
、

二
點
。
淺
井

五
郎

三
點

。
合
計

五
十

三
點

。
故

大
下
藤
次

郎
先
生
遺
作

、
十
五
點

。

別

に
參

考
品

と
し

て
小
島
烏

水
氏
藏

、
滿

谷

、
河
合
、
中

澤
、
杉

浦
、
山
本

（
鼎

）

茨
木
、
高

村
、
故
大

下
諸
氏

の
作

品
。
渡
邊
和

太
郎
氏
藏
、

石
井

、
故
淺

井
、
兩

氏

の
作
品
、
吉
川
米
次
郎

氏
藏

、
吉

田
、

石
井

、
中
川

、
故

大

下

諸
氏

の
作

品
及
び
高
畠
和

雄
藏
、
故
大

下
先
生
作
品
、
合

計

三
十

二
點
。

総
計

百
點

。
そ

れ
に
休

憩
室

に
供

ふ

る
爲

に
小
島
氏
愛
藏

の
外
國
美
術
書

籍
數

十
册

を
貸
與

せ
ら
れ

ま
し
た
。

大

下
先

生
の
畫
は

正
面

の
床

に
飾
り

、
先
生

の
お
寫
眞

に
植

木
會
社

寄
贈

の
花
輪

を
手
向
け

て
置
き

ま
し
た
。

 

十

一
月
十

一
日
（
快
晴

）
土
曜

日
で
午
後

か
ら
入
場

者
が
多

く

な
り
ま
し

た
、
入
場

者
約

百

五
十
名
。
賣

約
濟

一
點
。
（
田
中
、
高
畠

、
宿
直

）

 
十

一
月

二
十
日
（
晴
夕
方

よ
り
天
氣
變

る

朝

か
ら
續

々
と
入
場
者

が
あ

り

ま
し
た
。
三
百

五
十
餘

名

、
賣

約

濟
五
點

。

會
場
で
會
員

の
寫
眞

を
撮

ら
う
と
云

つ
て
居

た
時

、
大

下
未

亡
人

が
お
出

で

に
な

つ
た

の
で
、
御
迷
惑

を
願

つ
て
先

生

の
お
寫

眞

と
共

に
遺

作

の
前

で
會
員

一
同
と

一
緒

に
記
念

の
撮
影
を
致

し
ま

し
た
。

い
つ
も
平

沼
亮

三
、
渡

邊
和
太
郎
、
吉
川

米
次
郎
、

小
島
烏

水
、
山
崎
紫

紅
、

磯
萍

水
等

の
諸

氏
が

こ
の
會

に
御
同
情

下
さ

つ
て
、
展
覽

會

の
時

に

は
御
愛
藏

の
品
を
貸

し
て
下
さ

っ
た
り

、
會

場

へ
お
出
で
に
な
り

い
つ
ま

で

も
喜

ん
で
話

し
て
お
出
で

に
な
る
事

は

こ

の
會

の
誇

り

と
す

る
所
で
、

こ
れ
も
亡
師

の
餘
德

と

し
て
會
員

一
同

の
深
く
感
謝

し
て
居
る
所
で
す
。

編
輯
上
に
關
す
る
讀
者
の
意
見
に
就
て

編

輯

部

一
編
輯

の
經

費
は
目

下
の
程
度
で

漸
く
收

支

が
相
償

な

つ
て
居

る
處

だ

か
ら
是

れ
以
上
紙
數

や
口
繪

を
增
す

事

は
出
來

ぬ

一
研
究
的

の
講
話

は
大

い
に
增

す
考
で

ぼ
居
る

が

一
般

の
方
畧

は
故

人

の
遣
言
で

あ
る
か
ら
當

分

此
儘

で

大
し
た
變

化
を
試

み
た
く
な

い
。

一
投
書

の
多

い
の
も
結
構

だ
が
紙
數

の
尠

な

い
本
誌

を
あ

ま
り

無
駄
な
寄
書

を
以

て
埋
あ
た
く
な

い
。

此
點

に
投
書

家
は
留

意
し

て
貰

ひ
た

い
。


